
      

当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
標
茶
町
雷
別

国
有
林
の
ト
ド
マ
ツ
人
工
林
立
ち
枯
れ
地
に

お
い
て
、
郷
土 

 
 
 

樹
種
の
広
葉
樹 

 
 
 

で
森
林
再
生
を 

 
 
 

図
る
自
然
再
生 

 
 
 

事
業
を
実
施
し 

 
 
 

て
い
ま
す
。
森 

 
 
 

林
再
生
に
使
用 

 
 
 

す
る
苗
木
は
、 

 
 
 

雷
別
事
業
地
近 

 
 
 

く
の
広
葉
樹
の
タ
ネ
を
採
取
し
て
育
て
て
い

ま
す
。
植
栽
す
る
樹
種
は
事
業
地
に
あ
る
広

葉
樹
の
中
で
も
、
構
成
割
合
の
高
い
ミ
ズ
ナ

ラ
、
カ
シ
ワ
、
ハ
ル
ニ
レ
、
シ
ラ
カ
ン
バ
、

ヤ
チ
ダ
モ
、
キ
ハ
ダ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
七

種
で
す
。
タ
ネ 

 
 
 

の
採
取
か
ら
植 

 
 
 

栽
で
き
る
苗
木 

 
 
 

の
大
き
さ
ま
で 

 
 
 

に
育
て
る
に
は 

 
 
 

大
変
な
苦
労
が 

 
 
 

必
要
で
す
。
昨 

 
 
 

年
は
、
ミ
ズ
ナ 

 
 
 

ラ
、
ハ
ル
ニ
レ
、 

 
 

シ
ラ
カ
ン
バ
の
タ
ネ
は
豊
作
で
し
た
が
、
イ

タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ヤ
チ
ダ
モ
は
凶
作
で
し
た
。

昨
年
、
ミ
ズ
ナ 

 
 

ラ
の
タ
ネ
（
ド 

 
 

ン
グ
リ
）
を
約 

 
 

六
〇
〇
〇
粒
拾 

 
 

う
こ
と
が
で
き 
 
 

ま
し
た
。
こ
の 
 
 

ド
ン
グ
リ
を
事 
 
 

業
地
や
発
泡
ス 

 
 

チ
ロ
ー
ル
の
苗 

 
 

床
に
播
き
ま
し
た
。
残
り
は
春
播
き
用
と
し

て
冷
蔵
庫
や
森
の
中
に
穴
を
掘
っ
て
保
存
し

て
い
ま
す
。 

 
 
 

こ
の
保
存
し
て
あ
る
ド
ン
グ
リ
を
校
内
菜
園

で
野
菜
と
一
緒
に
播
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 

ド
ン
グ
リ
を
播 

 
 

い
て
、
芽
が
出 

 
 

た
ら
水
か
け
や 

 
 

草
む
し
り
を
行 

 
 

い
、
三
年
間
ほ 

 
 

ど
育
て
た
苗
木 

 
 

は
雷
別
に
里
帰 

 
 

り
し
て
植
栽
し 

 
 

ま
す
。
こ
の
森 

 
 

林
を
再
生
す
る
取
組
に
子
ど
も
達
に
も
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
森
、
川
、
湿

原
、
海
へ
と
つ
な
が
る
環
境
学
習
へ
の
取
り

組
み
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

タ
ネ
播
き
、
苗
木
の
育
成
、
育
っ
た
苗
木
の

雷
別
へ
の
植
栽
な
ど
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ

ー
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ド
ン
グ
リ
は
長
期

の
貯
蔵
が
で
き
な
い
た
め
、
今
年
の
春
に
は

す
べ
て
播
き
付
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林野庁北海道森林管理局 

イイイ ンンン フフフ ォォォ メメメ ーーー シシシ ョョョ ンンン   
釧釧路路湿湿原原森森林林環環境境保保全全ふふれれああいいセセンンタターー   

当センターは国有林をフ ィ ールド と して北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取り組
む NPO 等の活動支援や森林環境教育等に携わる教育関係者の支援 ・ 技術指導などを行っています。  
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で
、
参
加
ご
希
望
の
学
校
は
必
要
な
ド
ン
グ

リ
の
数
な
ど
四
月
末
ま
で
に
は
ご
連
絡
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 
 
 

（
担
当
・
國
井
、
白
藤
）

 

    

ド
ン
グ
リ
を
春 

 
 

に
校
内
菜
園
に 

 
 

播
い
て
芽
が
出 

 
 

た
ら
、
マ
ル
チ 

 
 

キ
ャ
ビ
テ
ィ
コ 

 
 

ン
テ
ナ
と
い
う 

 
 

特
殊
な
苗
木
育 

 
 

成
用
の
ト
レ
イ 

 
 

に
移
植
し
ま
す
。 

 

水
か
け
、
草
取 

 
 

り
が
簡
単
に
で 

 
 

き
、
観
察
も
し 

 
 

や
す
い
で
す
。 

 
 

ま
た
、
根
が
コ 

 
 

ン
パ
ク
ト
な
こ 

 
 

と
か
ら
、
育
っ 

 
 

た
苗
木
を
植
樹 

 
 

す
る
時
に
子
ど
も
達
で
も
穴
掘
り
が
楽
に
で

き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
苗
専
用
の
植
付

道
具
を
使
用
す
る
と
簡
単
に
、
早
く
植
樹
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

森森
林林

環環
境境
教教
育育

のの
取取
組組（ 雷別事業地の様子 ）  

（ ﾏﾙﾁｷｬﾋﾞﾃｨｺﾝﾃﾅでの育成 ）  

学

校

で

ド

ン

グ

リ

の 

苗

木

を

育

て

て 

み

ま

せ

ん

か

！ 

（ コ ンテナ苗専用植付道具 ）  

（ ド ングリの芽生え ）  

（ タ ネ採りの様子 ）  

ここ
んん
なな
育育
てて
方方
もも
でで
きき
まま
すす  

（ 植樹の様子 ）  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
も
学

校
で
の
森
林
環
境
教
育
に
係
わ
る
支
援
の
取

組
を
行
い
ま
す
。
支
援
の
内
容
を
紹
介
し
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
支
援
内
容
は

五
〇
分
間
程
度
を
一
単
元
と
し
て
、
二
単

元
、
三
単
元
の
組
合
せ
で
実
施
で
き
ま
す
。
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T E L  0 1 5 4 - 4 4 - 0 5 3 3  F A X  0 1 5 4 - 4 4 - 0 5 3 4 (3 月ま での予定 )  

釧 路 市 千 歳 町 ６ － １ １  〒０ ８ ５－０ ８ ２ ５ 

釧 路 湿 原 森 林 環 境 保 全 ふ れ あ い セ ンタ ー  

ふれあいセンターでは、雷別地区国有林内に自動撮影カメラを設置してエゾシカの生息動
向を観察しています。撮影画像にはエゾシカ以外にも様々な動物が写っています。昨年12
月に撮影されたものの中から何枚か紹介します。 

標 茶 町 雷 別 の 自 然 再 生 事 業 地 で 撮 影 さ れ た 動 物 た ち

を 紹 介 し ま す 。 

（ エゾシカは 、近年生息数の増加に
よ り植生に与える悪影響が懸念され
ていますが 、雷別でも最も多 く 撮影
される動物です 。）  

（ キタキツネは、野ねずみをよ く捕
らえますので樹木の食害を防除して
く れますが、 エキノ コ ッ クスにはご
注意を 。）  

森

林

環

境

教

育

支

援

の

お

知

ら

せ 
※※
一一
単単
元元
のの
場場
合合  

森森
林林
のの
働働
きき
をを
、、
紙紙
芝芝
居居
又又  

はは
スス
ララ
イイ
ドド
にに
よよ
りり
学学
習習
しし  

まま
すす
。。  

※※
二二
単単
元元
のの
場場
合合  

一一
単単
元元
にに
加加
ええ
、、
野野
外外
でで
校校  

庭庭
のの
樹樹
木木
をを
利利
用用
しし
、、
樹樹
木木  

のの
名名
前前
やや
特特
徴徴
をを
学学
習習
しし
まま  

すす
。。 

※※
三三
単単
元元
のの
場場
合合  

一一
・・
二二
単単
元元
にに
加加
ええ
野野
外外
でで  

校校
庭庭
のの
樹樹
木木
のの
太太
ささ
やや
高高
ささ  

をを
測測
りり
、、
炭炭
素素
貯貯
蔵蔵
量量
のの
算算  

出出
をを
学学
習習
しし
まま
すす
。。  

※※
そそ
のの
他他  

「「
花花
炭炭
づづ
くく
りり
」」
やや
「「
学学
校校  

菜菜
園園
でで
のの
苗苗
木木
栽栽
培培
」」
なな
どど  

のの
体体
験験
学学
習習
もも
用用
意意
しし
てて
いい  

まま
すす
。。 

すす
べべ
てて
経経
費費
はは
かか
かか
りり
まま
せせ
んん
。。
（（
無無
料料
でで
すす
））  

（ エゾ リ スは 、 ド ングリなどを地面
に埋めて冬の食料にしますが 、 ド ン
グリにと っても越冬手段と して無 く
てはならないものです 。）  


